
 

   

 
 



 

 

 

 

  

   

   

防 災

特 集

災害から身を守るための防災対策 
 ６月４日、県北を中心に突然襲った集中豪雨。この大雨により高鍋町では一部の地域

で床上・床下浸水、土砂崩れなどの災害が発生しました。このような予測できない災害か

ら身を守るために、私たちは日ごろからどのような防災対策をすればよいのでしょうか。 

県道木城・高鍋線【川田地区】 十日町地区 

県道木城・高鍋線【老瀬地区】市ノ山・中尾線【市の山地区】

 

㋑ 標高マップ 

㋐ 津波避難ビル位置図 ㋒ みんなの防災手帳 

 
 発令時の状況 町民に求める行動 

 

        

   
 

◀このＱＲコードで登録
 画面へアクセスでき
 ます。 

 

避難準備・避難勧告・避難指示について 

●ポイント② 防災情報の収集 

 

●ポイント③ 避難するときの準備

①地域の危険な場所の確認　　②避難経路や避難場所の確認　　③非常持出品や備蓄品の用意  

 など、いざというときのために準備をしておくことが必要です。 

 町では、これまで避難場所が書かれた㋐津波避難ビル位置図や高台がひと目でわかる㋑標高マップの配布、そ

して今年４月には災害発生時から時系列で対応が確認できる㋒みんなの防災手帳などを全戸配布し、いざという

ときの備えが確認できるようにしています。どこにどのように逃げるのか、最低３日分の備蓄品はあるかなど、

災害時に慌てず行動できるための準備をしておきましょう。 

  総務課 危機管理担当 ℡：２６－２０２２ ◆お問い合わせ 

町では、パソコンや携帯電話に防災情報や気象情報に関する情報を配信します。また「ＳＯＳネットワーク」は防犯情報や

区 分 サ イ レ ン 

避難準備 

休止約１５秒 休止約１５秒 

防 災 信 号 

５秒５秒

避難勧告 

休止約６秒 休止約６秒 

５秒

５秒

５秒５秒

休止約５秒 

約１分約１分

避難指示 

防災情報配信システム・ＳＯＳネットワークの登録を募集しています  

高鍋町ホームページ
携帯電話用登録サイト 
パソコン用登録サイト 

避難準備 
（拘束力：弱） 

・要援護者など、特に避難行動に

 時間を要する人が避難行動を開 

 始しなければならない段階 

・人的被害発生の可能性あり 

・要援護者などは、計画された避

 者は支援行動を開始） 

避難勧告 
（拘束力：中） 

・通常の避難行動ができる人が避 

 難行動を開始しなければならな

 い段階 

・人的被害発生の可能性が明らか 

 に高まった 

・通常の避難行動ができる人は、

 計画された避難場所などへの避

 難行動を開始

避難指示 
（拘束力：強） 

・前兆現象の発生や地域の特性な

 どから、人的被害発生の危険性

 が非常に高いと判断された段階

・人的被害が発生した

・避難勧告などの発令により避難

 中の人は、確実な避難行動を直

 ちに完了 

・未避難の人は、直ちに避難行動

 命を守る最低限の行動を！ 

 場所への避難行動を開始（支援  

・上記以外の人は避難準備を開始

 を！時間的余裕がない場合は生

今年から避難ビルとして指定

されたＴ-ＭＡＸ高鍋店。今

回は、４地区がこのビルを

使って訓練を行った 

 町が避難指示を発令したときや身の危険を感じたときは、すばやく安全な場所に避難することが大切です。 

 そのためには日ごろから 

 自然災害から身を守るためには、最新の情報を収集することが大変重要となります。町では、情報伝達の迅速

化、防災体制の強化を図るため、防災行政無線の拡充を行っています。そして、迅速な情報収集の手段の一つと

して、防災情報配信システムを更新し、今年４月からは、より早く防災情報や気象情報など災害に関するさまざ

まな情報を配信できるようになりました。 

 防災情報の収集の手段として、町から発信されるもの以外にもテレビやラジオ、インターネットがあります

が、東日本大震災のような大災害のときには、このような伝達方法では間に合わなかったり、停電の際には、情

報を得ることが困難になることも考えられます。そのような場合、町では、サイレンによる防災信号を送り、避

難を呼びかけます。  

 

https://service.sugumail.com/takanabe/  

https://www.town.takanabe.miyazaki.jp/  

https://service.sugumail.com/takanabe/member/

捜索情報を配信します。  

詳しくは、登録サイト・町ホームページをご覧ください。  
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